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１　
『
五
足
の
靴
』
最
終
部
分
に
み
る
京
都
の
風
景

　

与
謝
野
寛
・
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）・
北
原
白
秋
・
平
野
万
里
・
吉
井

勇
の
五
名
が
、「
五
人
づ
れ
」
の
署
名
で
連
載
し
た
『
五
足
の
靴
』（
一
九
〇

七
・
八
・
七
〜
九
・
一
〇
「
東
京
二
六
新
聞
」、
全
二
九
回
）
を
、
こ
れ
ま
で
何
度

読
み
返
し
た
ろ
う
。「
明
星
」
の
主
宰
者
と
、
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
若
き
文

学
者
た
ち
に
よ
る
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
の
七
月
末
か
ら
一
か
月
に

わ
た
る
九
州
旅
行
の
記
録
で
あ
る
。
最
初
か
ら
読
ん
で
行
く
時
も
あ
る
し
、

お
目
当
て
の
場
所
を
ど
う
描
い
て
い
た
か
と
、
途
中
を
探
し
、
部
分
部
分
を

あ
さ
っ
て
み
た
こ
と
も
あ
る
。
絵
心
の
あ
っ
た
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
は
、

こ
の
旅
行
中
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
手
放
さ
な
か
っ
た
と
い
い
、
残
さ
れ
た
多

く
の
ス
ケ
ッ
チ
も
慕
わ
し
い
。
白
秋
の
南
蛮
趣
味
の
第
一
声
で
あ
る
「
角
を

吹
け
」「
た
だ
秘
め
よ
」
な
ど
の
詩
編
が
載
っ
た
「
明
星
」
未
歳
第
十
一
号

（
一
九
〇
七
・
一
一
・
一
）
と
、
そ
の
前
の
号
（
未
歳
第
十
号
、
同
一
〇
・
一
）
に
は
、

杢
太
郎
の
ス
ケ
ッ
チ
群
が
「
九
州
旅
中
ス
ケ
ツ
チ
数
種
」
と
し
て
い
ち
早
く

載
っ
て
お
り
、
興
趣
を
添
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
絵
と
文
を
一
冊
に
合
わ
せ

た
書
物
は
ま
だ
無
い
が
、
杢
太
郎
の
ス
ケ
ッ
チ
と
合
わ
せ
て
『
五
足
の
靴
』

を
読
む
喜
び
は
、
格
別
の
体
験
で
あ
る
。

　

故
郷
柳
川
に
そ
の
ま
ま
滞
在
す
る
白
秋
を
九
州
に
残
し
、
京
都
へ
と
す
ぐ

立
っ
て
行
っ
た
平
野
万
里
と
別
れ
、
与
謝
野
寛
・
木
下
杢
太
郎
・
吉
井
勇
の

三
名
は
帰
途
に
ま
ず
山
口
県
の
徳
山
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
後
、
京
都
に
数
日

滞
在
し
た
。『
五
足
の
靴
』
の
最
終
部
分
「（
二
十
六
）
西
京
」「（
二
十
七
）
京

の
朝
」「（
二
十
八
）
京
の
山
」「（
二
十
九
）
彗
星
」
の
四
章
（
九
・
七
〜
一
〇
）

が
、
そ
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
執
筆
者
は
、
必
ず
し
も
定
か
で

は
な
い
が
、
地
名
の
固
有
名
詞
な
ど
か
な
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
三
人

が
ど
う
行
動
し
た
か
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
与
謝
野
寛
に
と
っ
て
は
、
京
都

は
故
郷
で
あ
る
。
わ
た
く
し
が
興
味
深
く
思
う
の
は
、
画
才
の
あ
る
杢
太
郎

が
ど
う
風
景
を
見
て
い
た
の
か
（
残
念
な
が
ら
京
都
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
）、
後
に
京
都
を
こ
よ
な
く
愛
す
よ
う
に
な
る
吉
井
勇
の
こ
の

時
の
思
い
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
、
今
一
度
確
認
し
た
い
こ
と
が
新
た
に

出
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。『
五
足
の
靴
』
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
九
州
ば
か

り
で
は
な
い
こ
と
に
、
改
め
て
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

京
都
の
遠
景
、
京
都
の
点
景

│
│ 『
五
足
の
靴
』・
志
賀
・
子
規
・
吉
井
勇
に
み
る
風
景
表
象 

│
│

中　

島　

国　

彦



〔　　〕48

　

京
都
ま
で
帰
つ
て
来
た
。
Ｋ
生
の
故
郷
だ
し
、
他
二
生
の
曾
遊
の
地

で
あ
る
、
な
つ
か
し
い
母
親
の
懐
に
入
る
心
地
が
す
る
。
我
等
の
詩
社

の
同
人
が
定
宿
で
あ
る
三
本
樹
の
『
御
愛
さ
ん
』
方
に
宿
る
。
御
愛
さ

ん
は
娘
さ
ん
の
名
で
、
宿
の
名
は
信
楽
。
三
本
樹
と
云
へ
ば
昔
も
今
も

京
都
通
の
喜
ぶ
街
だ
、
寂
れ
て
居
る
か
ら
静
か
だ
、
其
が
第
一
京
都
ら

し
く
て
佳
い
。
山
陽
の
詩
な
ど
で
名
高
い
月
波
楼
と
水
明
楼
は
信
楽
の

両
隣
に
当
つ
て
、
料
理
屋
と
旅
宿
と
を
兼
ね
て
居
る
。
二
楼
と
も
大
分

に
当
世
化
し
た
や
う
だ
が
、
中
に
挟
ま
れ
た
信
楽
だ
け
は
依
然
と
し
て

純
京
都
式
の
旅や
ど
や屋
を
改
め
な
い
。 

（「（
二
十
六
）
西
京
」）

　

こ
の
回
は
、「
Ｋ
生
」「
Ｍ
生
」
と
出
て
来
る
の
で
、
吉
井
勇
の
担
当
か
も

し
れ
な
い
。「
他
二
生
の
曾
遊
の
地
」
と
あ
る
の
は
、
前
年
一
九
〇
六
年
（
明

治
三
九
）
八
月
に
、
与
謝
野
寛
・
北
原
白
秋
・
茅
野
蕭
々
・
吉
井
勇
が
、
伊
勢
・

紀
伊
・
奈
良
・
京
都
旅
行
を
体
験
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
上
京
区

の
一
角
、
荒
神
橋
と
丸
太
町
橋
の
間
、
鴨
川
西
岸
に
あ
る
の
が
、
江
戸
時
代

花
街
と
し
て
栄
え
た
三
本
木
で
あ
る
。
頼
山
陽
の
晩
年
の
旧
居
「
山
紫
水
明

処
」
や
、
桂
小
五
郎
と
幾
松
が
親
し
ん
だ
吉
田
屋
も
、
こ
の
町
に
あ
っ
た
。

明
治
初
期
に
花
街
は
衰
退
し
た
が
、「
信
楽
」
は
、
営
業
を
続
け
、
常
連
客

に
親
し
ま
れ
た
。「
明
星
」
の
人
々
の
他
に
、「
白
樺
」
の
人
た
ち
も
常
連
で

あ
っ
た
。
そ
の
「
信
楽
」
の
娘
さ
ん
が
、
与
謝
野
晶
子
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
、

親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
「
お
愛
さ
ん
」
だ
っ
た
。

　

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
四
月
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
招
待
で
初
め
て

京
都
を
訪
れ
た
谷
崎
潤
一
郎
は
、
新
聞
社
の
斡
旋
の
木
屋
町
の
宿
に
滞
在
し

つ
つ
、
京
都
に
着
い
た
翌
日
に
は
、「
信
楽
」
滞
在
中
の
長
田
幹
彦
を
訪
問

し
て
い
る
。『
青
春
物
語
』（
一
九
三
二
・
一
〇
・
一
〜
一
九
三
三
・
三
・
一
「
中

央
公
論
」）
に
、「
私
が
訪
ね
て
行
つ
た
時
に
も
、
つ
い
二
三
日
前
ま
で
有
島

生
馬
君
其
の
他
白
樺
の
連
中
が
二
階
に
陣
取
つ
て
ゐ
た
と
云
ふ
話
で
あ
つ
た

が
、
幹
彦
君
の
部
屋
は
、
階
下
の
離
れ
の
や
う
に
な
つ
た
川
べ
り
の
座
敷
で

あ
つ
た
。
何
し
ろ
三
本
木
と
云
へ
ば
昔
山
陽
の
山
紫
水
明
処
が
あ
つ
た
所

で
、
当
時
は
殆
ど
京
都
の
郊
外
に
近
か
つ
た
の
で
、
下
木
屋
町
の
私
の
宿
か

ら
俥
で
行
く
の
に
随
分
乗
り
で
が
あ
つ
た
も
の
だ
つ
た
。
幹
彦
君
の
ゐ
た
座

敷
か
ら
は
、
加
茂
川
を
隔
て
ゝ
東
山
の
三
十
六
峰
を
窓
外
に
眺
め
る
こ
と
が

出
来
、
朝
な
〳
〵
川
原
に
千
鳥
の
啼
く
声
が
聞
け
る
と
云
ふ
場
所
柄
で
、
恐

ら
く
あ
の
辺
の
都
雅
な
情
趣
は
山
陽
の
住
ん
で
ゐ
た
頃
と
さ
う
違
つ
て
は
ゐ

な
か
つ
た
で
あ
ら
う
」
と
あ
り
、
宿
泊
は
し
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
様
子
を

伝
え
て
く
れ
て
い
る１
。

　

こ
こ
で
わ
た
く
し
が
注
意
し
た
い
の
は
、「
信
楽
」
と
い
う
宿
か
ら
の
眺

望
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
京
都
の
町
中
か
ら
見
る
遠
景
0

0

、

そ
の
典
型
と
し
て
の
東
山
の
山
並
み

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。『
五
足
の
靴
』
の
描
写
を
見

て
み
よ
う
。

　

奥
の
離は
な
れ亭
の
廉み
す

を
捲
く
と
、
下
は
直
ぐ
ち
よ
ろ
〳
〵
と
加
茂
川
の

流
、
左
に
は
糺
の
森
、
右
に
は
丸
木
橋
を
越
え
て
三
条
の
大
橋
、
正
面

に
は
如
意
ケ
岳
、
吉
田
山
、
黒
谷
の
塔
が
見
え
る
。
比
叡
山
を
初
め
東と
う

山ざ
ん

三
十
六
峯
は
一
望
の
中う
ち

に
居
た
。 

（
同
）

　

す
ぐ
眼
の
下
の
鴨
川
の
向
う
に
広
が
る
の
は
、
典
型
的
な
、
京
の
町
中
か

ら
、
東
か
ら
北
東
に
か
け
て
み
る
こ
と
の
で
き
る
遠
景
で
あ
る
。「
大
橋
」

「
塔
」
と
い
う
人
工
的
な
景
物
も
あ
る
が
、
風
景
に
う
ま
く
溶
け
合
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
谷
崎
が
最
初
の
京
都
滞
在
を
記
録
し
た
『
朱
雀
日
記
』

（
一
九
一
二
・
四
・
二
七
〜
五
・
二
八
「
東
京
日
日
新
聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」、
全
一
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九
回
断
続
連
載
）
に
も
、「
木
屋
町
の
旅
館
」（
説
明
か
ら
す
る
と
五
条
の
す
ぐ
北

の
材
木
町
辺
り
と
推
定
出
来
る
）
か
ら
の
光
景
に
触
れ
、「
東
山
が
黒
く
朦
朧
と

横
つ
て
居
る
」
と
あ
る
が
、
二
階
の
屋
敷
か
ら
の
光
景
で
強
く
印
象
付
け
ら

れ
る
の
は
、「
対
岸
は
宮
川
町
の
色
里
」
で
あ
り
、「
夜
に
な
る
と
、
太
鼓
、

三
味
線
、
鼓
の
音
が
川
に
響
い
て
、
電
燈
の
光
が
き
ら
〳
〵
と
水
に
輝
く
賑

か
さ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
風
景
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
添
え
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
谷
崎
が
、「「
三
十
六
峰
煙
雨
中
」
と
云
ふ
文
句
を
考

へ
な
が
ら
、
私
は
夜
更
く
る
迄
欄
干
に
靠
れ
た
」
と
書
い
て
も
、「
三
十
六

峰
煙
雨
中
」
の
光
景
は
、
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
既
成
の
風
景
描
写
を
遥
か
に
超
え
た
表
現
を
打
ち
立
て
る
の
で
は
な

く
、
典
型
的
な
光
景
と
そ
の
描
写
を
援
用
・
駆
使
し
た
方
が
、
口
当
た
り
の

い
い
表
現
に
な
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
谷
崎
が
、「
宿

の
二
階
に
坐
り
な
が
ら
、
遠
く
東
山
を
望
む
と
、
濃
い
霞
の
中
に
清
水
寺
の

朱
塗
の
堂
が
見
え
る
。
八
坂
の
塔
も
見
え
る
」
と
書
く
時
、「
東
山
」
は
、

東
か
ら
北
に
、
遥
か
比
叡
山
に
続
く
山
並
み
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
近
景

の
宮
川
町
の
先
の
、
祇
園
や
清
水
寺
の
あ
る
「
東
山
」
地
域
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。「
清
水
寺
の
朱
塗
の
堂
」
も
「
八
坂
の

塔
」
も
、
遠
景
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
信
楽
」
の
あ
る
丸

太
町
橋
近
辺
と
、
谷
崎
の
宿
の
あ
る
五
条
大
橋
近
辺
で
は
、
広
が
る
風
景
は

か
な
り
違
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

２　

遠
景
と
し
て
の
東
山
三
十
六
峰
を
見
つ
め
る
眼

　

晴
れ
た
日
で
四
方
の
山
々
が
美
し
い
。
前
夜
の
雨
に
木
の
葉
も
屋
根

も
綺
麗
に
洗
は
れ
て
居
た
。

　

京
都
を
背
景
に
展
開
す
る
、
あ
る
短
篇
小
説
の
一
節
だ
が
、
こ
れ
を
読
ん

で
作
品
に
流
れ
る
基
調
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
程
度
想
像
出
来

そ
う
に
も
み
え
る
。
が
、
実
際
の
作
品
は
、「
大
学
を
中
途
で
よ
し
て
、
二

十
七
に
な
つ
て
、
未
だ
に
定
つ
た
職
業
も
な
い
男
」
が
、
九
月
初
旬
に
東
京

の
生
活
が
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
、
夜
行
で
京
都
に
着
き
、
し
ば
ら
く
滞

在
し
よ
う
と
部
屋
を
探
し
て
一
日
町
を
巡
る
が
、
自
分
を
親
切
に
扱
っ
て
く

れ
な
い
貸
主
た
ち
の
態
度
に
嫌
気
が
さ
し
、
一
泊
も
せ
ず
に
夜
行
で
東
京
に

戻
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
志
賀
直
哉
の
『
あ
る
一
頁
』（
一

九
一
一
・
六
・
一
「
白
樺
」、
初
稿
は
回
覧
雑
誌
時
代
の
一
九
〇
九
・
九
・
一
四
に
完

成
し
た
『
一
日
二
タ
晩
の
記
』）
は
、
何
ら
か
の
志
賀
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
た

も
の
で
、「
事
実
は
其
頃
の
自
分
も
現
在
の
自
分
も
大
し
て
変
つ
て
ゐ
な
い

の
だ
か
ら
滑
稽
に
も
感
じ
た
」（「
続
創
作
余
談
」、
一
九
三
八
・
六
・
一
「
改
造
」）

と
い
う
内
容
の
も
の
だ
が
、
実
際
の
京
都
滞
在
が
無
け
れ
ば
書
け
な
い
か
な

り
の
地
名
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
七
条
の
停
車
場
」
か
ら
人
力
車
で
、
友

人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
「
荒
神
橋
東
詰
」
の
家
に
行
く
ま
で
に
、「
章た

魚こ

薬
師
」

（
新
京
極
蛸
薬
師
東
側
町
）
の
傍
を
通
り
、「
電
車
道
」（
河
原
町
通
）
を
北
上
、「
下

御ご

霊り
や
う

神
社
」（
寺
町
通
丸
太
町
下
ル
）
の
横
を
通
っ
て
、「
高
等
女
学
校
」（
現

在
の
鴨
沂
高
校
）
の
前
を
過
ぎ
て
右
折
、
鴨
川
を
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

主
人
公
は
、
部
屋
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
に
、
新
京
極
や
三
条
か
ら
四
条
に
か

け
て
の
繁
華
街
に
出
入
し
、
と
う
と
う
最
後
は
、「
一
度
泊
つ
た
事
の
あ
る

三
条
小
橋
の
吉
岡
屋
と
い
ふ
宿
屋
」
で
休
む
の
で
あ
る
。
三
条
小
橋
の
袂
の

吉
岡
屋
旅
館
（
く
ぎ
ぬ
き
亭
）
は
、
今
は
無
い
が
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
旅

館
だ
っ
た
。
志
賀
も
、
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
あ
る
一
頁
』
は
、「
続
創
作
余
談
」
に
、「
走
書
き
に
書
い
た
も
の
」
と
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あ
る
よ
う
に
、
主
人
公
の
行
動
を
、
計
算
さ
れ
た
描
写
も
無
く
、
こ
れ
で
も

か
と
い
う
よ
う
に
書
き
続
け
て
お
り
、
完
成
度
は
も
う
一
つ
で
あ
る
。
が
、

か
え
っ
て
そ
の
た
め
に
、「
何
と
な
く
平
衡
を
失
つ
て
居
た
」
主
人
公
の
気

分
が
浮
か
び
上
が
り
、
初
稿
を
書
い
た
九
月
か
ら
遊
里
の
放
蕩
に
の
め
り
込

ん
だ
と
い
う
志
賀
の
立
場
が
、
う
か
が
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃

の
日
記
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
剃
刀
』（
一
九
〇
一
・
六
・
一
「
白
樺
」）
の

初
稿
『
人
間
の
行
為
』
が
書
か
れ
た
の
も
、
こ
の
月
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認

し
て
お
こ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
晴
れ
た
日
で
四
方
の
山
々
が
美
し
い
」
云
々
と
記
さ

れ
て
い
る
風
景
描
写
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、『
あ
る
一
頁
』
の
中
で
、

京
都
の
風
景
描
写
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
二
つ
の
文
の
み
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
京
都
に
住
み
た
い
と
い
う
主
人
公
に
、

ち
ら
っ
と
見
え
た
風
景
で
し
か
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
四
方
の
山
々
」
と

い
う
漠
然
と
し
た
描
写
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
作
品
の
京
都
は
、
次

第
に
人
間
と
の
不
快
な
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
気
分
に
浸
透
さ
れ
、
無
機
質
な

世
界
に
変
貌
す
る
。
遠
景
の
自
然
の
山
々
は
無
く
な
り
、
あ
る
の
は
ゴ
ミ
ゴ

ミ
し
た
「
路
地
」
と
「
横
町
」
の
世
界
で
あ
る
。
遠
景
の
自
然
な
ど
、
見
る

余
裕
す
ら
無
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

志
賀
直
哉
と
京
都
の
つ
な
が
り
は
長
く
、
文
章
で
記
さ
れ
た
体
験
も
多

い２
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
三
月
か
ら
約
二
週
間
、
志
賀
は
木
下
利
玄

と
里
見
弴
と
一
緒
に
、
京
都
・
奈
良
・
吉
野
・
和
歌
山
・
大
阪
な
ど
を
漫
遊
、

三
人
で
『
旅
中
日
記
寺
の
瓦
』
を
残
し
て
い
る
。
京
都
は
四
月
一
日
一
泊
で
、

四
条
の
宿
に
泊
ま
り
、
志
賀
は
自
身
の
書
い
た
部
分
に
は
、
歌
舞
練
場
で
見

た
舞
妓
の
姿
を
具
体
的
に
綴
り
、「
都
を
ど
り
は
予
期
が
少
な
か
つ
た
せ
ゐ

か
、
大
変
面
白
く
思
つ
た
」
と
し
か
書
か
ず
、
風
景
に
は
一
行
も
触
れ
て
い

な
い
。
一
九
〇
八
年
の
京
都
は
、
甘
美
で
あ
り
、
翌
一
九
〇
九
年
の
京
都
は
、

重
く
淀
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
次
の
印
象
的
な
京
都
滞
在
は
、
一
九
一
二
年

四
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
で
、
京
都
府
立
図
書
館
で
開
か
れ
た
「
白
樺
」

第
五
回
美
術
展
覧
会
（
四
・
一
二
〜
二
一
）
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
「
白

樺
」
の
人
た
ち
の
宿
が
、「
信
楽
」
で
あ
り
、
志
賀
は
木
下
利
玄
と
一
緒
の

部
屋
（
鴨
川
に
面
し
た
四
畳
半
の
離
れ
）
に
泊
ま
っ
た
。「
京
都
通
信
」（
一
九
一

二
・
五
・
一
「
白
樺
」）
の
中
で
、
志
賀
は
、「
藁
ぶ
き
の
気
取
つ
た
家
で
川
に

望
ん
で
居
る
。
梅
の
老
木
が
繁
つ
た
枝
を
そ
の
軒
の
上
に
差
し
交
は
し
て
ゐ

る
。
山
陽
の
事
は
殆
ど
知
ら
な
い
し
、
日
本
外
史
を
一
枚
も
読
ん
だ
事
の
な

い
自
分
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
別
に
興
味
も
起
ら
な
い
」
と
書
き
、
日
記
に
よ

れ
ば
、
夜
は
祇
園
で
の
遊
び
に
浸
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
風
景
は
ま
だ
充

分
に
見
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、「
信
楽
」
が
気
に
入
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、

そ
の
顕
著
な
現
わ
れ
が
、
長
篇
『
暗
夜
行
路
』「
後
篇
」
第
三
の
冒
頭
（
初
出
、

一
九
二
二
・
一
・
一
「
改
造
」）
で
、
主
人
公
時
任
謙
作
の
京
都
滞
在
の
日
々
を

描
き
、
彼
が
こ
の
宿
を
思
わ
せ
る
「
川
に
望
ん
だ
東
三
本
木
の
宿
」
に
泊

ま
っ
て
い
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

食
事
を
終
つ
た
彼
は
敷
居
に
腰
を
下
ろ
し
、
団
扇
を
使
つ
て
居
た
。

低
い
欄
干
の
下
を
小
さ
い
流
れ
が
気
忙
は
し
く
流
れ
て
居
る
。
新
し
く

出
来
た
河
原
の
広
い
道
で
男
女
の
労
働
者
が
川
底
か
ら
揚
げ
て
来
た
砂

利
を
大
き
さ
に
従
つ
て
ふ
る
ひ
分
け
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
所
々
、
草
の

生
え
て
居
る
加
茂
川
。
そ
れ
か
ら
日
の
当
つ
た
暑
さ
う
な
対
岸
の
往

来
、
人
家
、
そ
の
上
に
何
本
か
の
烟
突
、
そ
し
て
彼
方
に
真
正
面
に
西

日
を
受
け
た
大
文
字
か
ら
東
山
、
も
つ
と
近
く
黒
谷
、
左
に
吉
田
山
、
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そ
し
て
更
に
高
く
比
叡
の
峰
が
一
眸
の
中
に
眺
め
ら
れ
た
。

　
「
早
く
秋
に
な
る
と
い
い
な
」
彼
は
さ
う
思
つ
た
。
冷
え
〳
〵
と
身

の
し
ま
る
朝
、
一
人
南
禅
寺
か
ら
、
若
王
子
、
法
然
院
、
あ
の
あ
た
り

に
杖
を
ひ
く
自
身
の
姿
を
想
ひ
浮
べ
る
と
、
彼
に
は
し
み
〴
〵
さ
う
思

は
れ
る
の
で
あ
つ
た
。

　

謙
作
は
、「
一
ト
月
程
前
か
ら
此
京
都
へ
来
て
み
て
、
彼
は
初
め
て
幾
ら

か
救
は
れ
た
気
持
に
な
つ
た
」
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
眼
に
映
る
風
景
に
も
、

あ
る
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
節
の
描
写
は
、
近
景
と

遠
景
の
バ
ラ
ン
ス
が
見
事
で
あ
り
、
風
景
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
自
身
の

姿
す
ら
客
観
化
す
る
余
裕
も
う
か
が
え
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
謙
作
は
、
あ

る
夕
方
に
河
原
を
散
歩
し
、「
信
楽
」
の
近
く
と
思
わ
れ
る
、
鴨
川
に
開
け

た
座
敷
と
縁
側
を
持
つ
宿
に
、「
毎
日
は
見
掛
け
な
い
若
い
美
し
い
女
の
人
」

が
い
る
こ
と
を
見
る
の
で
あ
る
。
後
に
謙
作
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
直
子

と
の
、
不
思
議
で
運
命
的
な
出
会
い
で
あ
る
。

　

生
ま
れ
て
来
る
「
幸
福
な
気
持
」
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
夕
闇
の
中
、
再
び

河
原
を
歩
く
と
、
座
敷
の
電
燈
が
人
物
の
背
後
か
ら
当
た
っ
て
お
り
、「
女

の
人
は
湯
上
り
ら
し
く
白
い
浴
衣
を
不
恰
好
に
角
張
ら
し
て
着
て
ゐ
」
る
の

が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
謙
作
は
、「
荒
神
橋
ま
で
往
つ
て
あ
が
り
、
今
度

は
対
岸
を
丸
太
橋
の
方
へ
引
き
か
へ
し
て
」
み
る
が
、「
遠
く
影
絵
の
や
う

に
二
人
（
＊
「
女
の
人
」
と
そ
の
連
れ
）
の
姿
が
眺
め
ら
れ
た
」
の
で
あ
る
。

鴨
川
の
対
岸
か
ら
、
果
た
し
て
人
物
の
姿
が
ど
の
く
ら
い
見
え
る
だ
ろ
う

か
。
実
際
に
そ
の
場
に
立
ち
、
対
岸
の
「
信
楽
」
の
跡
近
辺
を
見
つ
め
る
と
、

人
物
の
動
き
は
か
な
り
の
程
度
観
察
出
来
る
。
夕
闇
で
は
条
件
が
異
な
ろ
う

が
、
姿
は
確
か
に
確
認
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
自
分
の
関
心
の
対
象

が
、
実
際
以
上
に
増
幅
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
る
の
は
充
分
有
り
得
る

が
、
巧
み
な
描
写
で
印
象
的
で
あ
る３
。
謙
作
を
取
り
巻
く
好
ま
し
い
京
都
の

情
感
が
、
一
人
の
「
女
の
人
」
の
た
た
ず
ま
い
に
、
知
ら
ず
識
ら
ず
収
斂
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
京
都
の
情
感

の
形
成
に
は
、「
早
く
秋
に
な
る
と
い
い
な
」
と
謙
作
に
思
わ
せ
る
、
京
都

の
遠
景
を
支
え
る
風
物
が
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

京
都
の
遠
景
は
、
な
ぜ
か
人
々
に
、
安
ら
ぎ
や
落
ち
着
き
を
与
え
る
。
こ

こ
で
わ
た
く
し
が
想
起
す
る
の
は
、
梶
井
基
次
郎
が
、
一
九
二
四
年
（
大
正

一
三
）
四
月
に
京
都
の
第
三
高
等
学
校
を
な
ん
と
か
卒
業
し
、
五
月
に
東
京

帝
国
大
学
に
進
学
し
た
後
、
七
月
に
妹
の
死
を
体
験
、
そ
の
悲
し
み
を
癒
す

た
め
に
姉
の
い
る
松
阪
で
ひ
と
夏
を
過
ご
し
、
一
時
九
月
初
め
に
京
都
に
滞

在
し
た
時
の
ノ
ー
ト
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
京
都
風
景
で
あ
る
。「
第
四

帖
」
三
八
以
降
に
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
断
片
的
な
風
景
描
写
が
あ
る
（〈　

〉

は
抹
消
部
分
）。

こ
ゝ
の
河
原
に
ゐ
る
と

女
学
生
う
ち
つ
れ
皈
る
。

柳
、
紅
蓉
芙
、
白
芙
容
、
無
花
果
、

大
木
、
大
木
! ! !

女
工
、
工
場
の
、

橋
を
渡
る
人
、
空
車
よ
、
自
転
車
よ
、

〈
景
物
よ
、
風
物
よ
、

赤
い
ポ
ス
ト
。
黒
い
の
は
タ
ー
ル
の
樽
だ
ら
う
〉

二
つ
の
荷
馬
車
よ
、

水
に
網
を
投
ず
る
人
、
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か
さ
か
さ
転
っ
て
ゆ
く
新
聞
紙

（
中
略
）

〈
比
叡
山
〉

露
は
な
山
脉
、

黒
い
烟
突
、

自
働
車
の
笛
、

加
茂
の
杜
、

あ
の
重
っ
た
山
脉
、

（
中
略
）

荒
神
橋
、

あ
の
山
が
い
ゝ
ん
だ
よ
。

北
の
山
の
重
な
り

一
番
う
し
ろ
の
一
番
高
い
の
が
い
ゝ
の
だ
、

　

こ
の
少
し
後
に
、「
さ
ゝ
ゝ
ゝ
／
日
が
か
げ
る
、
／
シ
ヤ
ン
ド
ウ
ト
ン
ヌ

だ
、
チ
ヤ
イ
コ
ウ
ス
キ
ー
」
と
あ
り
、
わ
た
く
し
は
か
つ
て
、
こ
の
京
都
の

風
景
を
見
て
い
た
梶
井
の
頭
に
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ
ア
ノ
曲
「
秋

の
歌
（
十
月
）」（『
四
季
』op.37b

の
一
曲
）
が
鳴
っ
て
い
た
ろ
う
と
論
じ
た
こ

と
が
あ
る４
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
秋
の
歌
」
の
響
き
が
、
京
都
の
鴨
川

河
原
の
近
景
か
ら
、
は
る
か
な
東
山
の
遠
景
に
向
か
っ
て
、
広
が
っ
て
行
く

よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、「
秋
の
歌
」
も
、
中
間
部
分

が
前
後
と
違
っ
た
調
子
で
高
ま
り
を
形
成
し
て
い
た
。
わ
た
く
し
は
、
そ
の

曲
に
合
わ
せ
て
、
梶
井
の
書
き
付
け
た
一
つ
一
つ
の
景
物
の
活
字
を
眼
で
追

い
、
自
由
な
心
情
の
動
き
を
追
体
験
し
た
り
も
す
る
の
で
あ
る
。

　

松
阪
滞
在
時
か
ら
数
か
月
は
、
梶
井
に
は
珍
し
く
書
簡
が
残
っ
て
い
な

い
。
残
さ
れ
て
い
る
秋
の
最
初
の
便
り
が
、『
檸
檬
』（
一
九
二
五
・
一
・
一
「
青

空
」）
完
成
を
告
げ
た
一
節
が
あ
る
の
で
有
名
な
、
京
都
の
友
人
近
藤
直
人

宛
の
書
簡
（
一
九
二
四
・
一
一
・
一
二
付
）
で
あ
る
。
落
ち
着
い
た
調
子
で
、

本
郷
蓋
平
館
の
下
宿
か
ら
自
分
の
日
常
を
記
し
た
こ
の
書
簡
で
、
梶
井
は
、

「
此
の
間
か
ら
何
度
も
武
蔵
野
へ
ゆ
き
国
木
田
独
歩
の
武
蔵
野
の
様
な
、
例

へ
ば
武
蔵
野
だ
よ
り
と
い
ふ
も
の
を
書
い
て
、
あ
な
た
へ
の
手
紙
と
し
、
そ

し
て
そ
れ
を
ま
た
私
の
武
蔵
野
記
に
溜
め
て
お
い
て
い
た
だ
か
う
と
思
つ
て

ゐ
ま
し
た
」
と
記
す
が
、
そ
こ
に
う
か
が
え
る
自
然
へ
の
眼
の
形
成
に
は
、

松
阪
で
の
ひ
と
夏
の
体
験
と
共
に
、
九
月
に
見
た
京
都
の
遠
景
へ
の
印
象
が

大
き
く
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
本
郷
に
通
う
の
に
は
遠
い
が
、
思
い

切
っ
て
下
宿
を
飛
び
出
し
、
目
黒
の
郊
外
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ

の
書
簡
の
す
ぐ
後
、
十
一
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
転
居
を
告
げ
た
近

藤
直
人
宛
書
簡
（
一
一
・
二
八
日
付
）
に
は
、「
東
京
の
郊
外
は
眺
め
が
広
く

つ
て
な
か
な
か
気
持
が
い
い
で
す
ね
」
と
い
う
一
節
す
ら
見
え
る
。

３　

子
規
の
見
た
『
帝
都
雅
景
一
覧
』

　

京
都
の
風
景
表
象
の
別
の
典
型
と
し
て
、
わ
た
く
し
は
、
手
元
に
あ
る
、

河
村
文
鳳
（
一
七
七
九
〜
一
八
二
一
）
描
く
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
四
冊
本
の
た

た
ず
ま
い
を
、
折
に
触
れ
思
い
浮
か
べ
る
。
京
都
を
描
い
た
絵
画
は
お
び
た

だ
し
く
あ
り
、
そ
れ
を
書
物
の
形
に
し
た
画
帖
類
も
多
い
が
、
そ
の
中
で
も

こ
の
四
冊
に
愛
着
を
覚
え
る
の
は
、
こ
れ
が
正
岡
子
規
の
晩
年
の
机
辺
の
書

物
の
一
つ
で
あ
り
、『
病
牀
六
尺
』「
二
十
二
」（
一
九
〇
〇
・
六
・
三
「
日
本
」）

に
興
味
深
い
言
及
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
子
規
は
さ
ま
ざ
ま
な

江
戸
の
画
帖
を
手
に
入
れ
、
折
に
触
れ
そ
れ
を
閲
読
し
、
楽
し
み
、
具
体
的
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な
感
想
を
『
病
牀
六
尺
』
に
書
き
込
ん
で
い
る５
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く

は
、
人
物
・
動
物
・
植
物
な
ど
の
景
物
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
風
景
に
関

す
る
も
の
と
し
て
は
、『
帝
都
雅
景
一
覧
』
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
で
あ

る
。
子
規
の
評
言
を
、
観
察
し
て
み
よ
う
。

○
大
阪
の
露
石
か
ら
文
鳳
の
帝
都
雅
景
一
覧
を
贈
つ
て
呉
れ
た
。
こ
れ

は
京
の
名
所
を
一
々
に
写
生
し
た
も
の
で
、
そ
の
画
に
雅
致
の
あ
る
こ

と
は
い
ふ
迄
も
な
く
、
そ
の
画
が
そ
の
名
所
の
感
じ
を
よ
く
現
は
し
て

居
る
こ
と
は
自
分
の
嘗
て
見
て
居
る
所
の
実
景
に
比
較
し
て
見
て
わ
か

つ
て
居
る
。
他
の
処
も
必
ら
ず
嘘
で
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
応
挙
の
書

い
た
嵐
山
の
図
は
全
く
の
写
生
で
あ
る
が
、
そ
の
外
多
く
の
山
水
は
応

挙
と
雖
も
、
写
生
に
重
き
を
置
か
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
外
四
条
派
の
画
に
は
清
水
の
桜
、
栂
の
尾
の

紅
葉
な
ど
い
ふ
真
景
を
写
し
た
の
が
無
い
や
う
で
あ
る

が
、
併
し
そ
れ
は
一
小
部
分
に
止
つ
て
仕
舞
つ
て
、
全

体
か
ら
い
ふ
と
景
色
画
は
写
生
で
な
い
の
が
多
い
。
然

る
に
文
鳳
が
一
々
に
写
生
し
た
処
は
日
本
で
は
極
め
て

珍
し
い
と
い
ふ
て
よ
か
ら
う
。

　
『
病
牀
六
尺
』
の
前
半
の
面
白
さ
の
一
つ
に
、
晩
年
の
子

規
が
古
書
肆
朝
倉
屋
か
ら
入
手
し
た
画
帖
へ
の
発
言
の
数
々

が
あ
る
が
、
文
鳳
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
六
」（
五
・
一
二
）

に
、
渡
辺
南
岳
（
一
七
六
七
〜
一
八
一
三
）
と
文
鳳
の
合
作
『
手

競
画
譜
』（
一
八
一
一
）
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
、「
南
岳

の
画
は
何
れ
も
人
物
の
み
を
画
き
、
文
鳳
は
人
物
の
外
に
必

ず
多
少
の
景
色
を
帯
ぶ
。
南
岳
の
画
は
人
物
徒
に
多
く
し
て

趣
向
無
き
も
の
あ
り
、
文
鳳
の
画
は
人
物
少
く
と
も
必
ず
多
少
の
意
匠
あ

り
、
且
つ
そ
の
形
容
の
真
に
逼
る
を
見
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
子
規
は
、
ど

う
や
ら
文
鳳
の
画
風
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。「
二
十
二
」
に
お

い
て
も
、
子
規
は
、「
雅
致
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
、「
広
重
に
は
俗
な
処

が
あ
つ
て
文
鳳
の
雅
致
が
多
い
の
に
は
比
べ
も
の
に
な
ら
ん
」
と
、
画
面
の

味
わ
い
を
問
題
に
す
る
。

　
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
は
、「
京
の
名
所
を
一
々
に
写
生
し
た
も
の
」
で
あ
り
、

そ
の
基
本
は
寺
社
で
あ
っ
た
。「
東
」「
西
」「
南
」「
北
」
と
あ
る
う
ち
の
、

一
冊
目
の
「
東
」（
東
山
之
部
）
巻
頭
の
「
目
録
」
を
記
す
と
、
こ
う
で
あ
る
。

八
坂
暗
鳩　

霊
山
過
雨　

清
水
寺
春
霞　

高
台
秋
露　

雙
林
暮
月　

葛
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原
菘
花　

長
楽
新
緑　

祇
園
梅
雪　

華
頂
春
暁　

大
和
橋
雪
曉　

永
観

堂
荷
花　

本
光
寺
夏
暁　

熊
林
夏
緑　

半
山
大
字　

真
如
堂
夕
陽　

黒

谷
閑
書　

鹿
谷
新
翠　

神
岡
浅
霜　

南
鴨
清
流　

山
嘴
春
暮

　

全
二
十
景
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
が
、
何
ら
か
の
寺
社
の
名
が
入
っ
た
、
具
体

的
な
風
景
を
描
い
て
い
る
わ
け
だ
。「
清
水
寺
春
霞
」（
図
版
）
な
ど
は
、
清

水
寺
の
舞
台
を
、
か
な
り
き
ち
ん
と
描
い
た
一
面
と
な
っ
て
い
る
。
人
物
は
、

さ
り
げ
な
く
散
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、「
半
山
大
字
」（
図

版
）
は
、
大
文
字
山
の
右
大
文
字
を
描
い
て
お
り
、
人
物
の
姿
は
見
ら
れ
な

い
。
街
中
か
ら
の
遠
景
ら
し
い
感
じ
が
、
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
う
し
た

図
柄
の
方
が
、
実
は
珍
し
い
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
寺
社
で
は
、
そ
の
山
門

や
要
に
な
る
建
物
を
中
心
に
描
い
て
お
り
、
見
る
者
の
眼
は
、
そ
の
一
点
に

集
中
す
る
。
正
に
、
そ
れ
は
点
景
0

0

（
全
体
を
引
き
立
て
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
焦

点
と
し
て
の
景
物
）
で
あ
る
。
遠
景
へ
と
拡
散
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
少
な
い
。

　

京
都
を
訪
れ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
い
く
つ
も
の
具
体
的
な
寺
社
に

参
詣
す
る
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
し
も
町
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
然
の

中
で
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
は
無
か
っ
た
。
子
規
の
京
都

体
験
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
何
日
も
の
滞
在
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
う
し
た
方
向
に
向
か
う
こ
と
は
無
い
。
そ
の
名
所
を

知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
大
切
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『
帝
都
雅
景

一
覧
』
の
各
画
面
は
、
言
わ
ば
記
述
・
記
録
で
あ
り
、
絵
画
と
し
て
自
立
し

た
作
品
と
な
ら
ず
、
独
立
性
が
弱
ま
る
で
あ
ろ
う６
。
こ
う
し
た
思
考
が
極
端

に
な
る
と
、
関
心
が
全
体
で
は
な
く
、
一
点
に
収
斂
す
る
。『
暗
夜
行
路
』
で
、

謙
作
が
京
都
の
町
を
徘
徊
し
な
が
ら
、
絶
え
ず
寺
社
や
博
物
館
に
置
か
れ
て

い
る
、
具
体
的
な
仏
像
や
絵
画
に
心
魅
か
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。

「
雅
致
」
の
極
と
し
て
の
美
術
品

0

0

0

の
存
在
こ
そ
、
も
し
か
す
る
と
近
代
人
の

対
象
へ
の
関
心
の
所
在
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
極
端

に
言
え
ば
、
寺
社
や
博
物
館
に
あ
る
気
に
入
っ
た
一
点
で
、
こ
と
は
足
り
る

の
だ
、
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

４　

吉
井
勇
の
京
都
│
『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
と
の
関
わ
り

　
『
五
足
の
靴
』
の
旅
の
終
幕
は
、
京
都
の
一
泊
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
の

こ
の
論
考
も
、
も
う
一
度
そ
の
地
点
に
戻
っ
て
み
よ
う
。

　
「（
二
十
八
）
京
の
山
」
は
、
文
中
に
「
Ｋ
生
」「
Ｉ
生
」「
Ｍ
生
」
と
出
て

来
る
の
で
確
定
は
難
し
い
が
、
内
容
的
に
言
っ
て
杢
太
郎
の
執
筆
で
あ
ろ

う
。
文
末
に
、「
四
条
川
端
」
で
の
食
事
風
景
が
出
て
お
り
、
そ
れ
を
「
洋

画
家
中
澤
弘
光
氏
得
意
の
画
境
だ
と
思
つ
た
」
と
、
美
術
に
造
詣
が
深
い
言

い
回
し
で
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
淡
い
色
彩
の
油
彩
「
八
坂
の
塔
」（
一

九
〇
一
・
七
作
）
も
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、
与
謝
野
晶
子
の
歌
集
『
舞
姫
』（
一

九
〇
六
・
一
・
一
、
如
山
堂
、「
信
楽
」
の
お
愛
さ
ん
へ
の
献
辞
が
あ
る
）
に
も
、「
京

の
清
水
」
と
い
う
弘
光
の
挿
画
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
一
行
は
嵐
山
に
向
か

い
、
渡
月
橋
を
渡
り
、「
温
泉
宿
の
手
前
か
ら
左
折
し
て
更
に
山
に
登
」
り
、

大
悲
閣
（
千
光
寺
）
で
休
ん
で
い
る
。
山
の
中
腹
で
、「
遙
か
に
京
の
市
街
や

東
山
を
望
ん
で
語
る
」
わ
け
だ
。
南
西
方
向
か
ら
、
京
都
の
遠
景
を
見
る
形

な
の
で
あ
る
。
手
前
に
小
倉
山
の
は
ず
れ
が
広
が
り
、
市
街
地
の
中
に
船
岡

山
の
高
台
が
見
え
、
遙
か
向
こ
う
に
東
山
三
十
六
峰
、
更
に
は
比
叡
山
が
遠

望
出
来
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
風
景
に
親
し
む
暇
も
無
く
、
夕
方
は
清
水

の
舞
台
か
ら
夕
日
を
見
、「
祇
園
新
地
の
写
真
屋
」
で
「
舞
妓
の
絵
葉
書
」

を
買
っ
た
り
し
て
い
る
。
典
型
的
な
京
都
見
物
だ
と
、
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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吉
井
勇
は
、
そ
う
し
た
京
都
滞
在
で
、
何
を
感
じ
た
か
。
後
の
勇
の
京
都

へ
の
親
愛
と
比
べ
、
こ
の
時
の
印
象
は
そ
っ
け
な
か
っ
た
よ
う
だ
。「（
二
十

九
）
彗
星
」（
文
中
に
「
Ｉ
、
Ｍ
の
二
生
」
と
あ
る
の
で
、
与
謝
野
寛
の
執
筆
か
）
に

は
、
駅
に
向
か
う
途
中
で
、
勇
が
「
京
都
は
併
し
物
足
り
ぬ
都
だ
」
と
つ
ぶ

や
く
一
節
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。恐
ら
く
、そ
れ
が
、こ
の
時
の
実
感
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。「
物
足
り
ぬ
」
と
い
う
の
は
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
と
自

分
の
間
に
、
あ
る
一
定
の
距
離
や
関
係
性
が
打
ち
立
て
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
京
都
が
吉
井
勇
に
と
っ
て
の
大
切
な
場
所
に
な
る
た
め
に
は
、
も
う
少

し
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

か
に
か
く
に
祇
園
は
こ
ひ
し
寐ぬ

る
と
き
も
枕
の
下
を
水
の
な
が
る
る

　

人
口
に
膾
炙
し
た
こ
の
一
首
を
冒
頭
に
据
え
た
「
祇
園
冊
子
」
四
十
九
首

が
印
象
的
な
、
第
一
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』（
一
九
一
〇
・
九
・
七
、
ス
バ
ル
発
行
所
）

か
ら
始
ま
り
、『
祇
園
歌
集
』（
一
九
一
五
・
一
一
・
一
二
、
新
潮
社
、
竹
久
夢
二

装
幀
）
を
頂
点
と
す
る
京
都
趣
味
は
、
で
は
ど
う
形
成
さ
れ
た
の
か
。
吉
井

勇
の
三
回
目
の
京
都
滞
在
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
五
月
で
、「
趣
味
」

か
ら
初
め
て
の
原
稿
料
を
も
ら
い
京
都
に
直
行
、
茅
野
蕭
々
・
岡
本
橘
仙
・

金
子
竹
次
郎
・
鈴
木
鼓
村
ら
と
交
遊
し
た
体
験
で
あ
る
。
こ
の
時
の
こ
と
は
、

勇
は
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
が
、
大
切
な
の
は
、
こ
の
体
験
を
支
え
て
い
る

の
が
あ
く
ま
で
、
一
つ
の
類
ま
れ
な
情
感
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
勇
は
、
折

に
触
れ
、「
か
に
か
く
に
」
の
歌
は
、
あ
る
特
定
の
場
所
で
の
体
験
か
ら
生

ま
れ
た
の
で
は
な
い
と
説
明
す
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
普
遍
化
さ
れ
た
、

祇
園
の
持
つ
情
感
、
場
所
や
風
景
か
ら
生
れ
る
、
想
像
力
に
支
え
ら
れ
た
世

界
な
の
で
あ
る
、
そ
れ
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
一
種
の
心
理
的
詐
術

0

0

0

0

0

さ
え

も
組
み
込
ま
れ
る
。「
祇
園
」
の
一
語
は
、
そ
こ
で
は
、
典
型
的
な
呪
術
の

0

0

0

言
葉
0

0

な
の
で
あ
る
。

　
「
め
づ
ら
し
き
清
元
を
誰
が
歌
ふ
ら
む
祇
園
そ
ぞ
ろ
に
吉
原
お
も
ほ
ゆ
」

「
長
江
の
華
舫
の
な
か
に
見
る
時
は
ふ
さ
は
し
か
ら
む
京
の
舞
姫
」「
巴
里
の

風
橡と
ち

を
吹
く
に
も
ま
が
ふ
べ
し
祇
園
の
風
は
青
柳
を
吹
く
」「
舞
ご
ろ
も

M

モ

ン

マ

ル

ト

ル

O
N
T
M
A
RT
RE

の
夜
の
色
を
お
も
へ
と
ば
か
り
袖
ひ
る
が
へ
る
」
│
│

こ
の
『
酒
ほ
が
ひ
』
の
い
ず
れ
の
歌
も
、「
祇
園
」
は
、「
吉
原
」「
長
江
」「
巴

里
」
と
い
っ
た
異
郷
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
勇
の
歌
に
は
京
都
の

地
名
が
ふ
ん
だ
ん
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
固
有
名
詞
を
超
え

て
、
一
つ
の
勇
の
夢
見
る
情
感
を
支
え
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

風
景
描
写
と
い
う
の
は
、
風
景
の
新
し
い
細
部
の
発
見
と
言
語
化
と
言
う

よ
り
、
わ
た
く
し
た
ち
の
知
っ
て
い
る
典
型
の
風
景
と
重
ね
、
そ
の
微
妙
な

差
異
を
確
認
し
つ
つ
、
少
し
ず
つ
自
分
な
り
の
興
趣
を
加
え
て
成
り
立
つ
も

の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か７
。
そ
の
よ
う
に
思
う
の
も
、
吉
井
勇
の
描
く
京
都

風
景
を
辿
っ
て
行
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
長
い
間
に
培
わ
れ
て
来
た
風
景
へ
の

見
方
、
そ
の
言
語
化
の
型
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
京
都
に
は
幾
度
も
来
て
ゐ
る
が
、
そ
の
頃
は
自
然
よ

り
も
人
事
の
方
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
た
た
め
に
、
名
所
旧
蹟
と
い
つ
て

は
全
然
知
ら
な
い
と
い
つ
て
も
い
い
位
だ
つ
た
。
し
か
し
土
佐
で
六
七

年
暮
ら
し
て
ゐ
る
間
に
は
、
お
の
づ
か
ら
自
然
に
対
す
る
愛
着
も
覚
え

る
や
う
に
な
つ
て
来
た
と
見
え
て
、
去
年
（
＊
一
九
三
八
年
）
の
秋
洛
北

に
閑
居
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
な
か
つ
た
洛
中

洛
外
の
神
社
仏
閣
な
ど
に
、
ひ
と
り
で
に
足
が
む
く
や
う
に
な
つ
た
。

　

後
に
北
白
川
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
吉
井
勇
が
、『
洛
北
随
筆
』（
一
九
四
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〇
・
四
・
一
〇
、
甲
鳥
書
林
）
の
「
鞍
馬
山
」
の
冒
頭
で
記
し
た
一
節
で
あ
る
。

風
景
へ
の
視
点
も
、
長
年
の
う
ち
に
変
化
す
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
が
考

え
て
み
た
言
語
化
の
型
の
問
題
は
、
ず
っ
と
根
を
張
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
考
え
る
の
も
、
吉
井
勇
に
与
え
た
あ
る
一
冊
の
書
物
の
影
響
が
、

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勇
の
戦
後
の
回
想
記
に
、『
東

京
・
京
都
・
大
阪
』（
一
九
五
四
・
一
一
・
二
五
、
中
央
公
論
社
）
と
い
う
新
書

判
の
一
冊
が
あ
る
。
そ
の
「
京
都
」
の
部
分
の
冒
頭
に
語
ら
れ
て
い
る
の
が
、

頼
山
陽
と
対
照
的
な
江
戸
時
代
の
文
人
中
島
棕
隠
（
一
七
七
九
〜
一
八
五
五
）

に
つ
い
て
で
あ
る８
。

　

私
が
中
島
棕
隠
と
い
う
名
前
を
知
つ
た
の
は
、
大
正
四
年
十
一
月

「
祇
園
歌
集
」
を
出
し
た
時
か
ら
で
あ
つ
て
、
そ
の
時
竹
久
夢
二
君
に

装
幀
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
私
の
原
稿
を
読
ん
だ
夢
二
君
が
、

「
君
の
こ
の
歌
集
に
よ
く
似
た
詩
集
が
あ
る
」

と
云
つ
て
貸
し
て
く
れ
た
の
が
、
山
陽
の
手
紙
で
問
題
に
な
つ
て
い
た

「
鴨
東
四
時
雑
詞
」
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
し
ば
ら
く
そ
れ
を
借
覧
し
た
後
夢
二
君
に
返
し
た
が
、
今
私
の

手
許
に
あ
る
も
の
は
、
そ
の
後
二
十
数
年
過
ぎ
て
か
ら
九
州
に
旅
行
し

た
時
、
は
か
ら
ず
も
博
多
の
裏
町
に
あ
つ
た
古
本
屋
で
見
付
け
た
も
の

で
、
そ
れ
以
来
殆
ん
ど
机
の
傍
を
離
さ
ず
に
い
ま
だ
に
愛
読
を
つ
づ
け

て
い
る
。
し
か
し
読
め
ば
読
む
程
気
韻
が
高
く
、
こ
れ
こ
そ
市
井
風
俗

の
極
地
を
詠
じ
た
も
の
だ
と
い
う
感
が
深
い
。

　
『
鴨
東
四
時
雑
詞
』（
一
時
『
鴨
東
四
時
雑
咏
』
と
題
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
）

は
、
中
島
棕
隠
の
代
表
作
で
、「
鴨
東
」
即
ち
「
祇
園
」
の
情
感
を
漢
詩
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
野
間
光
辰
「
解
題
」（『
上
方
藝
文
叢
刊
6 

中
島
棕
隠
集
』、

一
九
八
〇
・
一
〇
・
三
〇
、
上
方
藝
文
叢
刊
刊
行
会
）
に
よ
る
と
、『
鴨
東
四
時
雑

詞
』
の
題
の
版
本
が
「
百
二
十
首
本
流
布
本
」
と
し
て
種
類
も
多
く
、「
坊

間
流
布
極
め
て
広
く
、
板
木
転
々
と
し
て
昭
和
の
初
年
ま
で
新
摺
販
売
せ
ら

れ
て
ゐ
た
」
と
い
う
。勇
が
手
に
入
れ
た
の
も
、題
名
と
序
文
の
数
か
ら
言
っ

て
、
こ
の
流
布
本
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
勇
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
、『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
の
面
白
さ
を
見

て
い
た
の
か
。『
東
京
・
京
都
・
大
阪
』
の
一
節
を
引
い
て
置
く
。

　

私
は
や
は
り
四
条
通
り
の
祇
園
荘
と
い
う
店
で
、
棕
隠
が
こ
の
「
鴨

東
四
時
雑
詞
」
の
中
の
一
首
を
書
い
た
詩
の
幅
を
得
た
が
、
そ
れ
は
鴨

曲
の
秋
景
を
詠
じ
た
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

棲
燈
蔭
な
く
し
て
水
声
詠
か
な
り

一
片
の
残
鴨
寂
室
を
照
ら
す

少
女
十
三
よ
く
客
に
慣
れ

風
露
を
辞
せ
ず
し
て
送
つ
て
橋
を
過
ぐ

　

こ
こ
で
「
少
女
」
と
云
つ
て
い
る
の
は
所
謂
荢お
ち

姆よ
ぼ

の
こ
と
で
、
情
景

が
見
え
る
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
私
に
も
荢
姆
を
う
た
つ
た
歌

が
一
首
「
祇
園
歌
集
」
の
中
に
入
つ
て
い
る
の
を
思
い
出
し
た
か
ら
、

そ
れ
を
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
。

木
屋
町
へ
四
条
を
い
そ
ぐ
文
づ
か
ひ
荢
姆
を
濡
ら
す
春
の
雨
か
な

　

風
景
描
写
や
風
俗
描
写
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
単
語
レ
ベ

ル
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
書
き
下
し
に
な
っ
て
い
る
漢
詩
の
原
文
を
、

記
し
て
置
く
。
勇
の
読
み
や
引
用
が
、
か
な
り
あ
や
ふ
や
な
の
で
あ
る
。

楼
燈
無
影
水
声
饒　
　

一
片
残
蟾
照
寂
寥

少
女
十
三
能
慣
客　
　

不
辞
風
露
送
過
橋
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漢
詩
の
世
界
で
、
ど
う
風
景
描
写
を
展
開
す
る
の
か
。
こ
こ
に
は
、
多
く

の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
限
ら
れ
た
字
数
で
、
新
味
を
出
す
措
辞
と
は
、
何

で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
京
都
の
人
々
が
誰
も
が
経
験
す
る
、
大
文
字
の
送

り
火
を
詠
ん
だ
、
中
島
棕
隠
の
次
の
七
絶
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か９
。

士
女
蘭
盆
送
鬼
時　
　

士
女
蘭
盆
鬼
を
送
る
時

相
携
薄
夜
傍
前
涯　
　

相
携
へ
て
薄
夜
前
涯
に
傍そ

ふ

且
観
如
意
峰
頭
火　
　

且か

つ
観
る
如
意
峰
頭
の
火

大
字
劃
雲
収
焔
遅　
　

大
字
雲
を
劃く
わ
くし
て
焔
を
収
む
る
こ
と
遅
し

　

こ
こ
で
は
情
景
を
考
え
抜
か
れ
た
措
辞
で
切
り
取
ろ
う
と
い
う
方
向
性

は
、
皆
無
で
あ
ろ
う
。
淡
々
と
漢
字
を
た
ど
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
情
景
が
浮

か
ん
で
来
る
よ
う
に
思
う
。『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
の
特
色
は
、
漢
詩
の
後
に
、

漢
文
で
か
な
り
長
い
注
記
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
自
注
）
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
を
読
み
、
読
者
は
補
い
つ
つ
情
景
を
想
像
す
る
。
こ
の
大
文

字
を
描
い
た
漢
詩
に
は
、「
七
月
既
望
、
都
人
士
女
来
河
上
、
送
于
蘭
盆
会

之
鬼
」
か
ら
始
ま
る
百
十
七
文
字
も
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
で
は
七
絶
の
本
体
で
は
、
何
を
描
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

「
如
意
峰
」「
大
字
」
な
ど
の
文
字
は
、
京
都
の
点
景
を
示
し
は
す
る
が
、
風

景
を
言
葉
で
実
体
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
文
学
世
界

を
好
む
吉
井
勇
に
も
、
こ
の
問
題
は
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に
、
吉
井

勇
の
作
品
、
特
に
短
歌
に
は
、
こ
う
し
た
自
然
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
出
て
来

る
言
葉
の
世
界
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
あ
る
重
み
0

0

の
様
な
も
の
が
感
じ
ら

れ
な
い
時
が
あ
る
の
だ
。『
祇
園
歌
集
』
は
、
確
か
に
勇
の
行
き
着
い
た
世

界
を
持
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
、
そ
れ
と
作
品
の
文
学
性
と
は
、
微
妙
に
ず
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
を
好
む
と
い
う
、

こ
の
一
つ
の
事
実
に
も
、
そ
う
し
た
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
の

で
あ
る
。

　

吉
井
勇
の
代
表
作
、「
か
に
か
く
に
祇
園
は
こ
ひ
し
」
の
歌
に
し
て
も
、

次
の
よ
う
な
『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
の
中
の
一
首
と
比
べ
て
み
る
と
、
ど
う
い

う
新
し
さ
が
あ
る
か
と
思
う
。

白
川
斜
入
鴨
川
流　
　

白
川
斜
に
鴨
川
に
入
つ
て
流
る

夜
雨
残
燈
南
北
楼　
　

夜
雨
残
燈
南
北
の
楼

多
少
情
人
帰
不
得　
　

多
少
の
情
人
帰
る
こ
と
を
得
ず

翠
蘋
紅
蓼
枕
辺
秋　
　

翠す
ゐ

蘋ひ
ん

紅こ
う

蓼れ
う

枕
辺
の
秋

　

吉
井
勇
は
、
も
ち
ろ
ん
時
期
的
に
言
っ
て
、
こ
の
詩
を
知
っ
て
、「
か
に

か
く
に
」
の
歌
を
作
っ
た
訳
で
は
な
い
。
が
、
情
感
の
面
か
ら
見
る
と
、
こ

の
二
つ
に
は
、
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
勇
の
歌
の
口
当
た
り

の
良
さ
は
、
時
空
を
超
え
て
流
れ
て
い
る
、
こ
う
し
た
普
遍
的
な
情
感
に
支

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
白
川
斜
入
鴨
川
流
」
か
ら
始
ま
る
漢
詩
に
つ
い
て
は
、『
洛
北
随
筆
』
の

「
鴨
東
竹
枝
」
の
項
に
、
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
勇
が
、

こ
の
漢
詩
を
懐
か
し
が
り
な
が
ら
読
み
、「
漢
詩
和
訳
」
を
試
み
、
三
首
の

歌
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
白
川
の
水
に
う
つ
れ
る
灯
も
消
え
て
君

と
聴
く
夜
の
雨
の
音
か
な
」「
白
川
の
水
よ
り
さ
む
き
夜
の
雨
に
枕
も
濡
れ

て
秋
は
来
に
け
り
」「
白
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
か
夜
の
雨
か
枕
に
ひ
び
き
眠

り
か
ね
つ
も
」
が
そ
れ
だ
が
、
本
人
も
「
少
し
気
耻
し
く
な
つ
て
」
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
、「
白
川
」
の
語
に
触
発
さ
れ
て
言
葉
が
走
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
た
だ
情
感
が
反
芻
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
るＡ
。
も
と
よ
り
、

ど
う
歌
に
し
た
ら
と
い
う
工
夫
は
、
簡
単
で
は
な
い
。
吉
井
勇
で
あ
っ
て
も
、
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そ
の
創
作
の
苦
労
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
次
の
一
節
は
、
そ
う
し
た
苦
し

み
を
超
え
て
、
勇
に
あ
る
思
い
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
た
く
し
た
ち

に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

列
ね
ら
れ
た
文
字
を
追
ひ
な
が
ら
苦
吟
し
て
ゐ
る
と
、
今
か
ら
二
十

数
年
の
昔
、
屢
そ
こ
に
遊
ん
だ
時
代
の
こ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
て
、
懐
旧

の
情
が
遽
か
に
胸
に
湧
き
上
が
つ
て
来
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
で
に
感0

興0

の
加
は
つ
て
来
る
の
を
覚
え
る
。 

（
傍
点
中
島
）

　

も
う
、
説
明
は
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
。『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
に
寄
り
添
う

こ
と
を
通
し
て
、
実
際
の
風
景
を
見
つ
め
る
こ
と
も
必
要
な
く
、
言
葉
で
切

り
取
ら
れ
た
京
都
の
風
景
が
浮
か
び
上
が
り
、
無
上
の
喜
び
が
生
じ
る
の
で

あ
る
。「
感
興
」
の
一
語
こ
そ
、
そ
の
確
か
な
証
し
な
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

こ
の
時
の
こ
と
を
長
田
幹
彦
の
側
か
ら
描
い
た
の
が
、
幹
彦
の
「
京
都
時
代

の
谷
崎
君
│
「
青
春
物
語
」
を
読
ん
で
│
」（
一
九
三
三
・
八
・
一
「
中
央
公
論
」）

で
あ
る
。
幹
彦
の
『
青
春
時
代
』（
一
九
五
二
・
一
一
・
一
〇
、
出
版
東
京
）

に
も
、
こ
の
頃
の
京
都
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
）　

志
賀
直
哉
の
京
都
滞
在
に
つ
い
て
は
、
河
野
仁
昭
『
京
都
の
大
正
文
学
│

蘇
っ
た
創
造
力
』（
二
〇
〇
九
・
一
一
・
三
〇
、
白
川
書
院
）
の
「
志
賀
直
哉
」

の
章
に
、
そ
の
概
略
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
木
京
子
「『
暗
夜
行
路
』

の
〈
京
都
〉
像
│
近
代
都
市
・
京
都
を
め
ぐ
っ
て
│
」（
二
〇
〇
八
・
一
二
・

二
五
「
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊 

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の

生
成
と
展
開
」）
は
、
志
賀
の
京
都
に
つ
い
て
の
記
述
を
調
査
し
て
お
り
、
便

利
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
、『
あ
る
一
頁
』
と
関
連
す
る
事
項
は
見
ら
れ
な
い
。

（
３
）　

稲
垣
達
郎
「
う
た
か
た
の
記
」（『
小
説
の
読
み
方
』、
一
九
八
〇
・
九
・
一
、

岩
波
書
店
）
に
、
森
鷗
外
の
『
舞
姫
』『
う
た
か
た
の
記
』『
雁
』
の
ヒ
ロ
イ
ン

の
表
情
の
描
写
に
関
し
て
、「
忠
実
な
写
生
の
よ
う
で
い
て
必
ず
し
も
正
確
で

な
い
」、「
時
間
と
空
間
を
こ
え
て
、
既
成
の
主
観
的
な
映
像
を
対
象
へ
押
し
つ

け
る
描
法
」
が
あ
る
と
す
る
分
析
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
同
じ
よ
う
な
作
用
が

働
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

（
４
）　

拙
著
『
近
代
文
学
に
み
る
感
受
性
』（
一
九
九
四
・
一
〇
・
二
〇
、
筑
摩
書
房
）

の
「
２
章　

崋
山
の
画
論
と
梶
井
基
次
郎
」。

（
５
）　

同
右
「
17
章　

晩
年
の
子
規
の
写
生
論
と
絵
画
論
」。
子
規
が
所
蔵
し
た
画

帖
類
は
、
現
在
法
政
大
学
図
書
館
の
「
子
規
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
わ

た
く
し
の
こ
の
論
考
も
、
そ
の
現
物
に
当
た
っ
た
報
告
で
あ
る
。

（
６
）　

子
規
旧
蔵
の
画
帖
に
初
め
て
照
明
が
当
た
っ
た
の
は
、「
別
冊
太
陽
・
日
本

の
心
101　

病
牀
六
尺
の
人
生
正
岡
子
規
」（
一
九
九
八
・
四
・
二
五
、
平
凡
社
）

で
あ
り
、
初
め
て
「
子
規
文
庫
」
か
ら
何
点
か
の
写
真
版
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

『
帝
都
雅
景
一
覧
』
か
ら
は
、
二
面
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
特
集
の
中
で
は
、

短
文
だ
が
、
山
下
裕
二
の
談
話
「
子
規
の
絵
画
観
」
は
、「
文
鳳
の
「
帝
都
雅

景
一
覧
」
な
ん
て
、
ま
あ
下
手
く
そ
な
絵
で
す
よ
。
で
も
こ
ん
な
「
素
直
な
下

手
さ
」
は
な
か
な
か
な
い
。
他
の
人
な
ら
反
応
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
、
子
規

は
「
真
を
写
し
て
い
る
」
と
ベ
タ
褒
め
し
て
い
る
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
「
写
生
」

の
概
念
を
彼
が
唱
え
た
事
に
関
係
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
、
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
の
面
白
さ
で
す
ね
。
絵
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
着
目
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
」
と
し
、
興
味
深
い
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

（
７
）　

吉
井
勇
が
風
景
を
体
験
し
言
語
化
す
る
に
際
し
、
お
手
本
に
し
た
一
つ
に
、

国
木
田
独
歩
の
作
品
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
自
然
と
人
生
叢
書
」
の
第
三
篇
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
『
河
霧
』（
一
九
一
八
・
三
・
二
一
、
春
陽
堂
）
に
は
、『
河

霧
』『
第
二
鎌
倉
夫
人
』『
湯
河
原
へ
』
な
ど
、
独
歩
の
作
品
の
表
題
や
内
容
を

念
頭
に
置
き
、
そ
の
作
品
世
界
を
作
っ
て
行
っ
た
も
の
が
多
い
。『
河
霧
』
の

冒
頭
近
く
に
は
、「
私
は
そ
の
時
分
か
な
り
独
歩
が
好
き
で
あ
つ
た
。「
武
蔵
野
」

と
云
ふ
名
は
ど
ん
な
に
私
の
胸
を
躍
ら
せ
た
で
あ
ら
う
」
と
あ
り
、
勇
は
、
独

歩
の
世
界
を
自
作
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
に
自
己
の
持
ち
味
を
少

し
ず
つ
加
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
８
）　

吉
井
勇
は
、
京
都
と
の
出
会
い
を
、
繰
り
返
し
文
章
に
し
た
。
中
島
棕
隠
と

の
出
会
い
に
つ
い
て
も
、
早
く
は
、『
洛
北
随
筆
』（
一
九
四
〇
・
四
・
二
〇
、

甲
鳥
書
林
）
の
「
鴨
東
竹
枝
」
の
項
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
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『
東
京
・
京
都
・
大
阪
』
の
記
述
で
代
表
さ
せ
た
。

（
９
）　

訓
読
は
、
斎
田
作
楽
編
著
『
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
』（
一
九
九
〇
・
九
・
九
、

太
平
書
屋
）
に
よ
る
。

（
10
）　

か
つ
て
、
正
岡
子
規
は
、
例
え
ば
、
庭
に
咲
く
「
山
吹
」
を
十
首
の
連
作
と

し
て
作
歌
し
て
、
一
つ
の
宇
宙
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
う
し
た
緊
張
感

は
こ
こ
に
は
無
い
。
こ
の
和
訳
に
関
し
て
、『
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
』
挟
み
込

み
の
栞
に
寄
せ
た
斎
田
作
楽
「
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
・
余
興
」
の
中
に
、「（
＊

『
鴨
東
四
時
雑
詞
』
の
）
詩
句
と
自
注
を
す
な
お
に
読
め
ば
、
終
句
は
、
枕
席

に
隣
接
す
る
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
わ
び
し
い
白
川
の
秋
景
を
詠
じ
た
も
の
で
、

彼
（
＊
勇
）
の
言
は
美
し
い
想
像
が
過
ぎ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
」
云
々
と
い
う

評
が
あ
る
。

新　

刊　

紹　

介

高
橋
広
満
著

『
近
代
文
学
の
古
層
と
そ
の
変
容
』

　

テ
ク
ス
ト
と
は
引
用
の
織
物
だ
、
な
ど
今
更
口

に
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
織
物
の
綾

を
あ
え
て
丹
念
に
見
て
い
く
こ
と
。
本
書
が
試
み

て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
近
代
文
学
が
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
を
如
何
に

加
工
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
層
が
如
何
に
「
変
容
」

し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
い
立
て
。

　

本
書
は
、
語
り
芸
能
や
古
典
、
民
俗
と
い
っ
た

「
古
層
」
と
「
近
代
文
学
」
の
関
係
を
、
語
り
手

や
話
型
、
差
別
や
境
界
に
つ
い
て
着
目
し
な
が
ら

捉
え
て
い
く
。
全
四
章
か
ら
成
る
そ
の
構
成
は
、

第
一
章
が
森
鷗
外
や
島
崎
藤
村
な
ど
明
治
後
半
か

ら
大
正
初
期
の
作
品
、
第
二
章
が
三
島
由
紀
夫
や

寺
山
修
司
な
ど
戦
後
作
品
、
第
三
章
が
柳
田
国
男

と
折
口
信
夫
の
民
俗
学
、
第
四
章
が
民
俗
学
の
考

え
方
や
話
型
の
問
題
を
組
み
入
れ
た
各
作
品
の
分

析
と
な
っ
て
い
る
。

　

作
品
の
な
か
で
絡
み
合
う
古
層
と
い
う
「
糸
＝

意
図
」
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
鮮

や
か
な
近
代
文
学
と
い
う
織
物
が
、
こ
の
一
冊
か

ら
新
た
に
立
ち
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。

（
二
〇
一
二
年
二
月　

双
文
社
出
版　

Ａ
５
判　

三
〇
四
頁　

税
込
五
〇
四
〇
円
） 
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